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魔法数の隣りの核 llBe (Z=4、 N=7) では、基底状態と第一励起状態のスピン・パリティが殻模型で予測される
安定核の場合と逆転しており、中性子の 281/2 と 1]J1/2 軌道のエネルギー関係が逆転している事が見出されている。
この実験事実は原子核の安定性の指標となる中性子魔法数 N=8 が消失していることを示唆している。しかし N=8








(TRIUMF) の ISAC 施設が最適である。




を示唆される。以上の解析から llLi の崩壊様式、 llBe のエネルギー準位を決めることができた。我々は、このよう
にベータ線の非対称度を応用したより詳細かっ強力な核分光的手法を確立した。
今回スピン・パリティを決定したことによって、反対称化分子動力学 (AMD) 計算との比較が初めて可能となった。
llBe の励起状態では、原子核内の核子が 4 種類の α(4He 原子核)クラスター構造を形成していると予測されている。









ピン偏極した)原子核l1Li をこれまでになく大きな偏極度で生成し、その 8 遅発中性子・ γ 崩壊を精密に測定し、。
崩壊の非対象度を手がかりに、ほとんど未知であったl1Be の励起状態のうちの 6 つの状態のスピン・パリティを決
定することに成功した。また、l1Li からl1Be を経て lOBe に至る崩壊の道筋を精度良く決定することができた。これ
らの結果から、 llBe では、 α クラスターが強く発達した状態や、二つの α クラスターが緩く結合した分子的状態や、
α クラスター構造が消失した状態など、様々な構造の励起状態が存在することが示唆された。この実験結果は、この
ような構造が発現するメカエズムの研究への道を拓いた。よってこの論文は博士(理学)の学位論文として充分価値
あるものと認める。
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